
※三田市民病院は、令和8年度より三田市民・済生会病院に名称変更されました





自分の大切な人が医療を受けたい、
入院したいと思える病院を‼
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合言葉は
患者さんのそばでニーズをキャッチ！

三田市民・済生会病院は、24時間365日“断らな
い救急”を使命とし、この地域の急性期医療を
支える最後の砦としての役割を担っています。

看護部では、“患者さんのそばでニーズをキャッ
チ”を合言葉に、患者さん一人ひとりに寄り添い、
温もりのある看護を実践することを大切にして
います。その人らしさを尊重しながら、患者さ
んが持つ“生きる力”を支えられるよう日々努力
しています。医療がどれほど進歩しても、人を
支える看護の本質は変わりません。

また、4年後の両病院統合・新病院開設に向け
た準備を進めています。地域医療の未来を支え
る新たな病院づくりに携われることは、今しか
経験できない大きな魅力の一つです。変化の時
代だからこそ、皆さんの新しい発想や柔軟な感
性が、未来の医療を創る力になると期待してい
ます。

急性期医療の最前線で知識と技術を磨きながら、
患者さんに寄り添う看護を実践し、ともに地域
医療の未来を創っていきましょう。
皆さんと一緒に働ける日を心より楽しみにして
います。

私たちの病院は、六甲山の北部地域の基幹病
院として、すべての方が安心して最善の医
療・看護を受けることができる病院です。今
後、再編統合し、さらにその役割が充実して
果たせる病院、そして働く職員が誇りをもっ
て医療を提供できる病院を作るために準備し
ています。

その中で看護部は、「寄り添い、ぬくもりの
ある看護」をモットーに、「この病院に来て
よかった」と患者さんに思ってもらえる看護
を提供しています。看護実践現場で働くこと
への不安はあると思います。しかし、「何も
できない」と思っても、目の前に困っている
人がいれば自然と手を差し伸べることができ
る看護師(人)になれるよう、共に頑張っていき
ましょう。目の前の患者さんに真摯に向き
合っていれば、技術は後からついてくるはず
です。

自分の大切な人が受けたいと思える医療、看
護が提供できる病院を私たちと共に作りませ
んか。私たちはあなたのチカラを必要として
います。










